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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
徐
霞
客
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
陳
函
輝
の
手

に
な
る
「
霞
客
徐
先
生
墓
志
銘
」
の
訳
注
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

陳
函
輝
（
一
五
八
九
～
一
六
四
五
）
は
、
原
名
は
煒
、
字
は
木
叔
、
号
は
寒

椒
道
人
、
ま
た
小
寒
山
子
。
浙
江
臨
海
の
人
。
崇
禎
七
年
（
甲
戌
、
一
六
三
四
）

の
進
士
。
江
蘇
の
常
州
府
靖
江
県
の
県
令
を
授
け
ら
れ
る
も
、
御
史
に
弾
劾
さ

れ
て
罷
免
。
同
十
七
年
（
甲
申
、
一
六
四
四
）、
李
自
成
、
次
い
で
清
が
北
京
を

陥
と
す
と
、
魯
王
に
従
っ
て
明
王
朝
復
興
運
動
に
加
わ
る
。
し
か
し
、
海
上
で

王
と
は
ぐ
れ
、
入
水
自
殺
し
た
。「
明
史
」
巻
二
七
六
に
簡
単
な
伝
が
あ
る
。
著

述
は「
小
寒
山
子
集
」（１
）と
し
て
、「
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
」に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

本
墓
誌
銘
は
見
え
な
い
。
墓
誌
銘
本
文
中
に
も
見
え
る
が
、
黄
道
周
・
陳
継
儒
・

銭
謙
益
ら
と
と
も
に
、
江
南
の
文
人
社
会
を
形
成
し
て
お
り
、
徐
霞
客
と
も
極

め
て
親
し
か
っ
た
。

　

徐
霞
客
の
逝
去
は
、
崇
禎
十
四
年（
辛
巳
、
一
六
四
一
）正
月
。
そ
の
直
後
に
、

霞
客
の
族
兄
の
徐
仲
昭
か
ら
墓
誌
銘
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
霞
客
の
埋

葬
は
、
翌
十
五
年
（
壬
午
、
一
六
四
二
）
の
三
月
九
日
で
、
こ
の
墓
誌
銘
は
そ

の
折
り
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。北
京
の
陥
落
は
、そ
の
わ
ず
か
二
年
後
で
、

陳
函
輝
の
死
は
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
墓
誌
銘
は
、
乾
隆
四
十
一
年（
一
七
七
六
）刊
の
、
最
初
の「
徐
霞
客
遊
記
」

刊
本
に
、
外
篇
の
一
つ
と
し
て
集
録
さ
れ
て
い
る（
２
）。
ま
た
、
民
国
刊
「
梧
塍

徐
氏
宗
譜
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る（
３
）。

凡
例

・
内
容
上
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
章
分
け
を
し
、
小
題
を
設
け
た
。

・
底
本
は
、
褚
紹
唐
・
呉
王
寿
整
理
の
上
海
古
籍
出
版
社
『
徐
霞
客
遊
記
』
を

用
い
た
が
、
施
さ
れ
て
い
る
固
有
名
詞
記
号
に
は
従
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。
自
注
は
〔　

〕
で
示
す
。

・
他
に
、
呂
錫
生
主
編
「
徐
霞
客
家
伝
」
所
収
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
れ
に

は
呂
錫
生
が
注
を
施
し
て
い
る
。

・
ま
た
銭
謙
益
の
「
徐
霞
客
伝
」
は
、
陳
函
輝
の
墓
誌
銘
を
下
敷
き
に
し
て
書

か
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
用
語
や
記
事
に
重
複
が
多
い
。
よ
っ
て
、
銭
謙
益「
徐

徐
霞
客
遊
記
訳
注
稿
　
資
料
篇
（
一
）

―
陳
函
輝
「
霞
客
先
生
墓
志
銘
」―

薄
　
井
　
俊
　
二
　
　
埼
玉
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
講
座

キ
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ド
：
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徐
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銘
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霞
客
伝
」
に
対
す
る
注
釈
も
参
照
し
た（
４
）。

・
紙
幅
の
関
係
で
、
口
語
訳
と
簡
単
な
注
の
み
と
す
る
。
詳
注
は
別
途
ウ
ェ
ブ

上
で
公
開
の
予
定
で
あ
る
。

注（
１
）
こ
の
集
自
体
が
、
き
ち
ん
と
編
集
さ
れ
た
一
つ
の
書
籍
で
は
な
く
、
陳
函
輝
の
著
述
を

綴
り
合
わ
せ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
そ
れ
以
前
の
抄
本
に
収
録
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
調
べ
ら
れ
て
い
な

い
が
、
上
海
本
の
校
勘
記
は
、
徐
建
極
本
（
個
人
蔵
）
と
陳
泓
本
（
上
海
図
書
館
蔵
）

と
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
３
）「
梧
塍
徐
氏
宗
譜
」は
、
明
代
の
第
九
祖
徐
麒
に
始
ま
り
、
繰
り
返
し
重
修
さ
れ
て
き
た
。

よ
っ
て
、
陳
の
墓
誌
銘
が
い
つ
頃
か
ら
収
録
さ
れ
て
き
た
の
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

呂
錫
生
「
徐
霞
客
家
伝
」
に
翻
刻
本
が
あ
る
。

（
４
）
銭
謙
益
「
徐
霞
客
伝
」
は
、「
虞
初
新
志
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
和
刻
本
を
訓

読
の
参
考
と
し
た
。

訳
注

霞
客
徐
先
生
墓
志
銘

�
陳
函
輝

一
　
序 

― 

陳
函
輝
が
墓
誌
銘
を
記
す
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

　

墓
志
と
は
、
墓
に
入
っ
た
人
の
事
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
霞
客
先
生
は
、
私

と
堅
い
友
情
で
結
ば
れ
て
い
た
人
で
、
そ
の
人
柄
は
「
雅
や
か
」「
善
良
」「
自

由
気
ま
ま
」
で
あ
っ
た
。
一
生
の
う
ち
に
経
め
ぐ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
星
に
届
く

山
岳
に
手
を
か
け
て
よ
じ
登
っ
た
り
、
遙
か
辺
境
の
地
を
踏
み
歩
く
、
と
い
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
は
、
道
山
（
仙
人
の
棲
む
山
）
に
遊
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
。
天
帝
の
住
ま
い
に
遊
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
は
た
ま
た
雲
気
に
の

っ
て
飄
々
と
八
方
極
遠
の
地
に
遊
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
、
鳳
凰
が

高
く
千
仞
の
上
に
飛
翔
し
な
が
ら
も
、
な
お
決
断
で
き
ず
に
「
人
間
社
会
に
留

ま
ろ
う
か
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
か
。

　

そ
う
で
は
あ
る
が
、
墓
に
墓
誌
銘
を
記
す
の
は
古
く
か
ら
の
礼
で
あ
り
、
な

さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
先
に
先
生
が
、
汗
を
流
し
な
が
ら
漫
遊
さ
れ
て
い

た
時
は
、
同
志
で
あ
る
我
々
は
、
夸
父
が
太
陽
の
後
を
追
っ
て
い
っ
て
、
遂
に

旅
先
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
と
同
じ
く
、
先
生
が
帰
郷
し
て
故
郷
に
埋
葬
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
恐
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
今
、
先
生
は
身
を

守
っ
て
天
寿
を
全
う
し
、
そ
の
肉
体
を
先
祖
の
墓
に
寄
せ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
先
生
の
修
道
者
と
し
て
の
気
質
や
凡
俗
を
超
越
し
た
才
能
に
つ
い
て
、

き
ち
ん
と
正
し
く
後
世
に
教
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
先
生
の
生
涯
の
親
へ
の
孝

行
と
大
い
な
る
節
度
、
剛
直
厳
正
な
古
人
を
思
わ
せ
る
心
、
及
び
傑
出
し
た
優

れ
た
文
章
と
が
、
と
も
に
乗
り
物
に
乗
せ
ら
れ
た
よ
う
に
世
界
に
伝
わ
っ
て
い

き
、
将
来
の
人
々
に
対
し
て
も
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
輝
か
す
こ
と
が
き
っ
と
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

　

思
う
に
、
先
生
の
平
生
の
交
友
で
あ
る
、
陳
継
儒
・
陳
仁
錫
・
繆
昌
期
ら
の

諸
君
子
た
ち
は
、
み
な
先
生
に
先
ん
じ
て
天
上
に
昇
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
黄
道

周
先
生
は
、
こ
の
と
こ
ろ
監
獄
に
繋
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
先

生
の
兄
の
徐
仲
昭
が
墓
志
と
墓
銘
と
を
下
し
て
、
私
に
文
章
を
書
く
よ
う
に
命

じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
世
間
の
こ
と
を
知
ら
な
い
小
物
の
鳩
が
、
偉
大
な
鳳
凰

を
賦
に
し
て
歌
う
よ
う
な
、
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
と
先
生
と

の
交
わ
り
は
と
て
も
久
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
道
義
と
し
て
辞
退
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

注「
鳳
凰
」
が
高
く
の
句
…
前
半
は
賈
誼
「
弔
屈
原
文
・
賦
」（「
文
選
」
巻
六
十
）
に
「
鳯
皇
翔
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於
千
仞
兮
、
覽
德
輝
而
下
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
後
半
の
典
故
不
明
。　

夸
父
…
「
列
子
」

湯
問
篇
。　

陳
継
儒
…
一
五
五
八
～
一
六
三
九
年
。
松
江（
上
海
）の
人
。
字
仲
醇
、
号
眉
山
。

　

陳
仁
錫
…
一
五
七
九
～
一
六
三
○
年
。
長
洲
（
江
蘇
省
呉
県
）
の
人
。
字
明
卿
、
号
芝
台
、

諡
文
荘
。　

繆
昌
期
…
一
五
六
二
～
一
六
二
六
年
。
江
陰
の
人
。
字
当
時
・
又
元
。
号
西
渓
。

　

黄
道
周
…
一
五
八
五
～
一
六
四
六
年
。
漳
浦
（
福
建
省
）
の
人
。
字
幼
元・幼
平
。
号
石
齋
。

諡
忠
烈
。
学
問
の
他
科
学
や
書
画
に
も
優
れ
て
い
た
。
以
上
四
子
は
霞
客
と
親
し
か
っ
た
。

　

仲
昭
…
徐
霞
客
の
族
兄
。
し
ば
し
ば
旅
遊
を
と
も
に
し
た
。　

鳩
…
「
荘
子
」
逍
遙
遊
篇

に
「
蜩
與
學
鳩
笑
之
曰
」
と
あ
る
。　

偉
大
な
鳳
凰
…
原
文
「
希
有
鳥
」。「
神
異
経
」
に
見

え
る
崑
崙
山
に
棲
む
大
鳥
。
李
白
「
大
鵬
賦
序
」
に
「
余
昔
于
江
陵
見
天
台
司
馬
子
微
。
謂
、

余
有
仙
風
道
骨
、
可
與
神
遊
八
極
之
表
、
因
著
『
大
鵬
遇
希
有
鳥
賦
』
以
自
廣
」
と
あ
る
。

二
　
霞
客
の
家
系

　

謹
ん
で
先
生
の
行
状
を
述
べ
る
。

　

先
生
は
諱
を
弘
祖
、
宇
を
振
之
と
い
い
、
霞
客
は
号
で
あ
る
。
他
に
黄
道
周

が
つ
け
た
霞
逸
と
い
う
号
も
あ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
陳
継
儒
が
つ
け
た
霞
客
の
名

が
流
布
し
て
い
る
。

　

そ
の
先
祖
は
、
お
そ
ら
く
「
南
州
高
士
」
と
称
さ
れ
た
、
後
漢
の
隠
者
の
徐

穉
の
血
を
引
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
北
宋
時
代
に
開
封
府
の
知
事
を
勤
め
た
徐
錮

と
い
う
人
が
い
て
、
宋
室
の
南
渡
と
と
も
に
江
南
に
移
り
住
ん
だ
。
こ
れ
が
第

一
世
。
そ
の
子
孫
た
ち
は
、
常
州
・
松
江
・
蘇
州
と
い
っ
た
地
方
に
分
散
し
て

居
を
定
め
た
。

　

徐
錮
か
ら
五
代
目
の
徐
千
十
一
に
至
っ
て
、
初
め
て
住
ま
い
を
江
陰
の
梧
塍

里
に
移
し
た
。
そ
し
て
子
孫
と
も
ど
も
、
元
王
朝
に
は
仕
官
し
な
い
こ
と
を
誓

っ
た
。

　

明
朝
に
入
る
と
、
徐
麟
が
、
す
ぐ
れ
た
人
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
上
に
徴

さ
れ
て
四
川
の
賊
を
降
伏
さ
せ
る
使
者
に
立
っ
た
。
徐
麟
の
子
の
徐
忞
は
、
飢

饉
に
際
し
て
粟
を
拠
出
し
て
民
を
助
け
た
。
と
も
に
国
家
か
ら
の
命
令
と
い
う

栄
誉
を
受
け
、
天
子
の
お
褒
め
に
預
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

徐
忞
の
子
が
徐
頤
で
あ
る
。
徐
頤
は
、
古
代
文
字
に
習
熟
し
て
お
り
、
中
書

舎
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
弟
の
徐
泰
と
と
も
に
、
才
能
名
声
に
よ
っ
て
役
人
と
し

て
の
名
声
を
輝
か
せ
た
。

　

徐
頤
の
子
が
、
徐
元
献
で
あ
る
。
徐
元
献
の
子
が
徐
経
で
あ
る
。
こ
の
父
子

は
科
挙
の
試
験
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
。

　

徐
経
の
子
が
、
徐
洽
で
あ
る
。
官
は
鴻
臚
簿
に
至
っ
た
。

　

徐
洽
の
子
が
、
徐
衍
芳
で
あ
る
。
官
は
光
録
丞
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
伝
記

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
家
譜
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
徐
衍
芳
の
子
が
、
徐
有
勉
で
あ
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
霞
客
の
父
君

で
あ
る
。

注徐
錮
…
呂
家
伝
所
収
の
「
梧
塍
徐
氏
宗
譜
」（
以
後
「
民
譜
」）
に
よ
れ
ば
、
字
子
固
。
徐
家

第
一
世
。
北
宋
時
代
に
開
封
府
の
尹
を
つ
と
め
、
高
宗
建
炎
四
年
（
一
一
三
○
）
に
皇
室
と

共
に
南
渡
。
民
譜
に
繆
昌
期
の
「
子
固
公
像
賛
」
収
録
。
以
下
の
徐
家
の
注
は
、
多
く
を
呂

家
伝
に
よ
る
。　

常
州
・
松
江
・
蘇
州
…
原
本
は
「
荊
溪
・
雲
間
・
琴
川
」。
そ
れ
ぞ
れ
そ
の

地
を
代
表
す
る
場
所
で
表
記
し
て
い
る
。　

徐
千
十
一
…
民
譜
に
よ
れ
ば
、
字
名
世
。
徐
家

第
五
世
。宋
の
承
事
郎
と
な
る
。宋
が
亡
ぶ
と
、梧
塍
里
に
隠
棲
し
た
。民
譜
に
、宋
濂
の「
千
一

公
賛
」
収
録
。
上
海
本
で
は
、「
千
」
を
衍
字
と
し
て
い
る
が
、
民
譜
に
よ
れ
ば
、「
千
十
一
」

で
間
違
い
な
い
。　

徐
麟
…
字
本
中
。
元
至
正
二
十
一
年
（
一
三
六
一
）
～
明
正
統
十
年

（
一
四
五
五
）。
徐
家
第
九
世
。
洪
武
二
十
六
年
（
一
三
九
三
）、
蜀
に
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ

て
い
る
。　

徐
忞
…
麒
の
長
男
。字
景
南
、号
退
庵
。徐
家
第
十
世
。明
洪
武
二
十
六（
一
三
九
三
）

～
成
化
十
六
年
（
一
四
七
五
）。
正
統
年
間
（
一
四
三
六
～
一
四
四
九
）
と
景
泰
年
間
（
一
四
五

○
～
一
四
五
六
）
に
、
粟
を
拠
出
し
て
飢
民
を
救
い
、「
義
民
」
の
称
を
授
け
ら
れ
た
。　

徐

頤
…
忞
の
長
男
。
字
惟
正
、号
一
庵
。
永
楽
二
十
年（
一
四
二
二
）～
成
化
十
九
年（
一
四
八
三
）。

徐
家
第
十
一
世
。
中
書
舎
人
。
民
譜
に
文
徴
明
「
一
庵
公
伝
」、
祝
允
明
「
一
庵
公
賛
」
収
録
。

　

徐
泰
…
忞
の
次
男
。
字
惟
進
、
号
生
白
。
宣
徳
四
年
（
一
四
二
九
）
～
成
化
十
五
年
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（
一
四
七
九
）。
景
泰
七
年
（
一
四
五
六
）
科
挙
の
郷
試
を
第
一
位
で
及
第
。
荊
門
郡
太
守
。

　

徐
元
献
…
頤
の
長
男
。
字
尚
賢
、
号
梓
庭
。
景
泰
六
年
（
一
四
五
五
）
～
成
化
十
九
年

（
一
四
八
三
）。
徐
家
第
十
二
世
。
成
化
十
六
年
（
一
四
八
○
）
郷
試
を
五
位
以
内
で
及
第
。

　

徐
経
…
元
献
の
子
。
字
衡
父・直
夫
、号
西
塢
。
成
化
九
年（
一
四
七
三
）～
正
徳
二
年（
一
五

○
七
）。
徐
家
第
十
三
世
。
弘
治
八
年（
一
四
九
五
）舉
人
。　

徐
洽
…
経
の
次
男
。
字
恒
修・

悦
中
、
号
雲
岐
。
弘
治
十
年（
一
五
○
七
）～
嘉
靖
四
十
三
年（
一
五
六
四
）。
徐
家
第
十
四
世
。

科
挙
に
は
及
第
せ
ず
、
鴻
臚
寺
の
属
官
。
分
家
し
て
、
梧
塍
か
ら
老
暘
岐
（
馬
鎮
郷
老
暘
岐
）

に
移
り
住
む
。　

徐
衍
芳
…
洽
の
長
男
。
字
汝
声
、号
柴
石
。
生
卒
年
不
詳
。
徐
家
第
十
五
世
。

光
録
寺
署
丞
。
馬
鎮
の
南
暘
岐
に
移
り
住
む
。　

徐
有
勉
…
衍
芳
の
三
男
。
字
思
安
、号
豫
庵
。

嘉
靖
乙
巳
二
十
四
年
（
一
五
四
五
）
～
万
暦
甲
辰
三
十
二
年
（
一
六
○
四
）。
民
譜
に
周
延
儒

「
題
豫
庵
徐
翁
像
」
収
録
。

三
　
霞
客
誕
生
と
幼
少
期
・
青
年
期

　

有
勉
の
夫
人
で
あ
る
王
氏
は
、
霞
客
を
は
ら
ん
で
十
ヶ
月
で
、
不
思
議
な
夢

と
と
も
に
霞
客
を
生
ん
だ
。
生
ま
れ
た
と
き
体
は
大
き
く
眉
は
め
で
た
く
、
か

し
ら
は
峯
の
よ
う
に
隆
起
し
、
緑
の
瞳
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
お
り
、
一
日
中

眠
る
が
な
か
っ
た
。
彼
を
見
た
人
は
、
仙
道
を
学
ぶ
人
だ
と
見
な
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
家
を
出
て
塾
で
学
ん
だ
が
、
口
を
開
い
て
言
葉
を
述
べ
れ

ば
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
詩
編
と
な
り
、
筆
を
取
っ
て
文
字
を
書
け
ば
そ
れ
が
そ
の

ま
ま
文
章
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
親
の
旁
ら
に
い
る
と
き
は
甘
え

慕
っ
た
。
こ
れ
は
彼
の
天
性
の
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
特
に
「
奇
書
」
を
好
み
、
古
今
の
歴
史
書
・
地
理
書
・
山
海
経
図

の
た
ぐ
い
を
ほ
し
い
ま
ま
に
博
覧
し
、
あ
ら
ゆ
る
仙
人
や
隠
士
の
足
跡
に
思
い

を
馳
せ
た
。
そ
れ
ら
の
書
籍
を
、
常
に
こ
っ
そ
り
と
経
書
の
下
に
隠
し
、
深
く

読
み
味
わ
い
、
こ
こ
ろ
に
喜
ん
で
い
た
。
た
だ
両
親
の
期
待
に
違
う
の
を
お
そ

れ
て
学
問
を
続
け
た
の
で
あ
っ
て
、
文
房
具
に
向
か
い
、
科
挙
の
試
験
に
応
ず

る
こ
と
は
、
彼
の
本
心
で
は
な
か
っ
た
。

　

か
つ
て
「
陶
水
監
伝
」
を
読
む
と
、
す
ぐ
に
笑
い
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
、「
こ

こ
で
は
松
風
く
ら
い
が
聞
く
価
値
が
あ
る
程
度
だ
。
青
空
を
見
上
げ
、
太
陽
に

手
を
掛
け
て
登
る
よ
う
な
こ
と
だ
っ
て
、
ど
う
し
て
遠
い
と
い
え
よ
う
か
」
と
。

　

厳
忌
の
「
州
は
九
つ
あ
り
、
そ
の
八
つ
を
渡
り
歩
い
た
。
岳
は
五
つ
あ
り
、

そ
の
四
つ
に
登
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
見
る
と
、
ま
た
も
や
掌
を
撫
で
な
が
ら
、

こ
う
言
っ
た
、「
大
丈
夫
た
る
も
の
、
朝
に
大
海
原
に
い
た
ら
、
暮
れ
に
は
蒼
梧

に
い
る
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
し
て
世
界
の
一
部
に
自
分
を
限
定
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
か
」
と
。
そ
の
話
の
誇
大
さ
を
怪
し
む
人
が
い
て
も
、
泰
然
と
し
て
顧
み

な
か
っ
た
。
む
し
ろ
益
々
古
人
の
逸
事
を
渉
猟
し
、
神
仙
達
の
蔵
書
に
到
る
ま

で
読
ま
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

酒
や
詩
歌
を
好
む
人
に
遇
う
と
、
親
戚
や
古
な
じ
み
と
と
も
に
往
来
交
際
し
、

酒
と
詩
作
を
楽
し
ん
で
、
と
も
す
れ
ば
夜
明
け
に
達
し
た
。

　

そ
し
た
ま
た
、
朝
に
夕
に
と
や
さ
し
く
お
だ
や
か
で
、
小
さ
な
事
で
も
必
ず

謹
み
、
口
を
出
る
こ
と
ば
は
す
べ
て
忠
孝
に
符
合
す
る
も
の
だ
っ
た
。
父
親
を

敬
い
母
親
を
慕
い
、
贅
沢
の
た
ぐ
い
な
ど
は
心
を
正
し
く
保
っ
て
絶
対
に
行
わ

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
後
漢
の
隠
者
梁
鴻
が
、
子
ど
も
の
頃
決
し
て
他
人
の
世
話

に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

注「
生
ま
れ
た
と
き
」
の
句
…
原
文
「
生
而
修
幹
瑞
眉
、
雙
顱
峯
起
」。
一
応
こ
の
よ
う
に
訳
し

た
が
、
ご
教
授
を
請
う
。　

陶
水
監
…
水
監
は
水
利
を
司
る
官
。
呂
家
伝
の
注
は
「
陶
淵
明
」

の
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
の
引
用
文
も
不
詳
。　

厳
忌
…
前
漢
初
の
文
学
者
。「
水
経
注
」
巻

三
十
三
引
李
固
「
与
弟
圄
書
」
に
「
…
昔
嚴
夫
子
常
言
、『
經
有
五
、
渉
其
四
。
州
有
九
、
遊

其
八
。』
欲
類
此
子
矣
」
と
あ
る
。
陳
函
輝
の
引
用
文
は
や
や
異
な
る
。　
「
父
親
を
敬
い
」

の
句
…
原
文
「
維
桑
與
梓
、
必
恭
敬
止
。」
詩
経
小
弁
の
句
で
、
両
親
を
敬
い
慕
う
こ
と
。　

「
贅
沢
」
の
句
…
原
文
「
裘
馬
。」「
論
語
」
雍
也
篇
に
「
赤
之
適
齊
也
、
乘
肥
馬
、
衣
輕
裘
」

と
あ
る
に
基
づ
く
。
贅
沢
を
す
る
こ
と
。　
「
梁
鴻
」の
句
…
原
文「
童
子
鴻
不
因
人
熱
」。「
御

覧
」
四
二
五
引
「
東
漢
観
紀
」
に
あ
る
挿
話
で
、
童
子
で
あ
っ
た
梁
鴻
が
、
幼
く
と
も
他
人
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の
世
話
に
は
な
ら
な
か
っ
た
話
。

四
　
父
有
勉
の
遭
難
、
母
の
後
押
し
で
旅
遊
に
出
る
こ
と

　

童
子
の
年
を
越
え
る
こ
ろ
、
父
の
有
勉
が
別
荘
で
盗
賊
に
襲
わ
れ
、
重
傷
を

負
っ
た
。
霞
客
は
裸
足
で
駆
け
つ
け
、
看
病
す
る
こ
と
年
を
越
え
た
。
し
か
し

有
勉
は
な
く
な
り
、
霞
客
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
や
せ
衰
え
て
し
ま
っ
た
。
村
人

は
幼
い
な
が
ら
も
孝
で
あ
る
と
称
賛
し
た
。
力
を
葬
儀
に
尽
く
し
て
い
る
う
ち

に
、
外
寇
が
た
び
た
び
あ
り
、
そ
こ
か
ら
世
間
の
変
化
無
常
を
感
じ
、
い
よ
い

よ
世
俗
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

霞
客
は
、名
山
大
川
の
奇
勝
を
訪
ね
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、母
親
が
存
命
で
、

お
世
話
を
し
て
孝
行
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
、
出
遊
を
願
い

出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
母
親
の
王
夫
人
は
、
彼
を
励
ま
し
て
こ
う

言
っ
た
。「
天
下
四
方
を
志
す
の
は
、
男
子
と
し
て
立
派
な
こ
と
で
す
。
ほ
か
で

も
な
い
『
論
語
』
に
『（
親
が
存
命
中
の
）
出
遊
は
必
ず
一
定
の
場
所
に
せ
よ
』

と
あ
り
ま
す
（
親
が
存
命
中
の
出
遊
そ
の
も
の
を
禁
じ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。
距
離
を
調
べ
、
か
か
る
時
間
を
計
り
、
往
復
が
あ
ら
か
じ
め
予
定
し
て

い
た
も
の
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
さ
え
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

ど
う
し
て
我
が
子
に
、
籠
の
雉
や
門
に
つ
な
が
れ
た
馬
の
よ
う
な
、
拘
束
さ
れ

る
苦
し
み
を
味
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
」
と
。
そ
し
て
霞
客
の

た
め
に「
遠
遊
冠
」を
作
り
、
彼
の
出
遊
の
心
を
励
ま
し
た
。
か
く
し
て
霞
客
は
、

ロ
バ
に
騎
り
、
わ
ら
じ
を
履
い
て
、
幽
山
を
探
索
し
険
岳
を
渡
り
歩
き
、
我
が

身
を
天
下
中
に
さ
ら
し
、
こ
れ
以
後
轍
を
止
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

注童
子
の
年
…
こ
の
と
き
霞
客
十
八
歳
。　
「
世
間
の
変
化
」の
句
…
原
文「
視
之
如
白
衣
蒼
狗
。」

杜
甫
「
可
嘆
」
詩
に
基
づ
く
。　

論
語
…
里
仁
篇
の
「
父
母
在
、
不
遠
遊
、
遊
必
有
方
。」

五
　
崇
禎
五
年
の
旅
遊
の
回
顧

　

崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
天
台
雁
宕
へ
の
三
度
目
の
旅

遊
を
契
機
と
し
、
霞
客
は
仲
昭
兄
と
と
も
に
、
私
を
小
寒
山
に
訪
ね
て
く
れ
た
。

灯
火
を
と
も
し
て
夜
話
を
し
、
そ
の
半
生
の
旅
遊
の
軌
跡
を
語
っ
た
。

　

自
ら
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
万
暦
三
十
五
年
（
一
六
○
七
）、
初
め
て
舟
を
太
湖
に
浮
か
べ
、
東
西
の
洞
庭

山
に
登
り
、
あ
た
り
を
眺
め
た
。
ま
た
呉
王
闔
閭
が
遇
っ
た
と
い
う
、
霊
威
丈

人
の
遺
跡
を
訪
ね
た
。

　

そ
の
後
、
山
東
河
北
の
地
を
歴
遊
し
、
泰
山
に
登
り
、
孔
子
廟
に
拝
謁
し
、

孟
母
三
遷
の
古
里
を
訪
ね
、嶧
山
で
枯
桐
を
弔
っ
た
。こ
れ
は
同
三
十
七
年（
一
六

○
九
）
で
あ
る
。

　

南
に
行
っ
て
普
陀
山
観
音
霊
場
に
渡
り
、
彼
の
地
を
遍
歴
し
、
天
台
山
華
頂

峯
の
八
千
丈
の
頂
に
登
り
、
雁
宕
山
で
東
の
方
の
大
・
小
龍
湫
の
滝
を
眺
め
、

さ
ら
に
石
門
と
縉
雲
山
に
及
ん
だ
。
こ
れ
は
同
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
の
こ

と
で
あ
る
。

　

同
四
十
二
（
一
六
一
四
）
か
ら
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
に
か
け
て
、
私
は

こ
う
考
え
た
、『
我
が
家
は
江
蘇
に
あ
る
、
ど
う
し
て
近
隣
の
四
郡
を
訪
ね
な
い

で
よ
い
だ
ろ
う
か
。
南
京
は
六
朝
時
代
に
は
都
が
お
か
れ
て
栄
え
て
い
た
し
、

本
朝
で
は
洪
武
帝
が
首
都
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
十
四
橋
に
懸
か
る

明
月
、
三
十
六
曲
の
河
川
な
ど
、
ど
う
し
て
手
を
拱
い
て
見
過
ご
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
か
』
と
。（
か
く
し
て
南
京
な
ど
の
近
郊
を
経
め
ぐ
っ
た
）。

　

同
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
の
旅
遊
は
、
ま
た
遠
出
と
な
っ
た
。
春
の
初
め

に
は
、
黄
山・白
岳
山
へ
の
遊
行
を
な
し
、
夏
に
は
武
夷
山
の
九
曲
渓
に
入
っ
た
。

秋
に
は
五
泄
山
・
蘭
亭
に
も
ど
り
、
禹
陵
の
窆
石
を
見
た
。
そ
の
後
、
西
湖
に

一
ヶ
月
ば
か
り
舟
を
浮
か
べ
た
。
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丁
同
四
十
五
年
（
一
六
一
七
）
は
、
旅
遊
を
せ
ず
、
自
宅
に
居
た
。

　

ま
た
江
蘇
宜
興
の
善
巻
洞
や
張
公
洞
に
入
り
、
湖
南
省
の
九
華
山
に
登
り
、

江
西
省
の
廬
山
の
五
老
峯
を
望
ん
だ
の
は
、
同
四
十
六
年（
一
六
一
八
）で
あ
る
。

　

魚
龍
洞
に
至
り
、
銭
塘
江
の
潮
流
を
観
察
し
な
が
ら
溯
り
、
江
郎
山
・
九
鯉

湖
に
至
っ
て
帰
っ
た
の
は
、
同
四
十
八
年
（
一
六
二
○
）
で
あ
っ
た
。

　

天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
か
ら
同
二
年
（
一
六
二
二
）
の
二
年
間
は
、
嵩
山
・

華
山・武
当
山
を
遊
歴
し
、
東
海
を
遙
か
に
眺
め
、
下
っ
て
瀟
水
湘
水
を
遡
っ
た
。

中
国
全
土
を
俯
瞰
し
、
九
つ
の
烟
が
た
ち
の
ぼ
る
こ
と
が
、
掌
の
中
に
見
え
る

か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
に
出
会
っ
た
人
々
で
は
、
廬
山
の
慧
燈
禅
師
・
終
南
山
の
道
士
・
太

華
山
の
道
士
な
ど
は
、
俗
塵
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
風
貌
で
あ
り
、
今
で
も
目

の
中
に
微
か
に
見
え
て
い
る
」
と
。

注太
湖
の
遊
…
遊
記
な
し
。　

霊
威
丈
人
…
古
代
の
仙
人
。
龍
威
丈
人
と
も
。　

嶧
山
…
山
東

兗
州
府
鄒
県
（
鄒
城
市
）
の
東
南
に
あ
る
名
山
。
始
皇
帝
の
刻
石
が
あ
っ
た
。　

枯
桐
…「
後

漢
書
」
蔡
邕
伝
に
よ
る
な
ら
ば
、
琴
の
異
称
。「
晋
書
」
張
華
伝
に
よ
る
な
ら
ば
、
木
魚
。　

山
東
河
北
の
遊
…
遊
記
な
し
。　

普
陀
山
観
音
霊
場
…
原
文
「
大
士
落
迦
山
」。
遊
記
な
し
。

　

南
京
の
遊
…
遊
記
な
し
。　

夏
…
「
遊
武
夷
山
日
記
」
で
は
、
二
月
に
訪
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
墓
志
銘
と
時
期
が
異
な
る
。　

魚
龍
洞
…
不
詳
。
遊
記
な
し
。　

天
啓
元
年
二

年
…
遊
記
で
は
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
一
年
間
の
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
も
墓
誌
銘
と
は
異

な
る
。　

武
当
山
…
原
文
「
玄
」。
湖
広
襄
陽
府
（
湖
北
省
十
堰
市
）
に
あ
り
太
和
山
と
も
。

嵩
山
と
解
す
る
訳
も
あ
る
が
誤
り
。　
「
中
国
全
土
」の
句
…
原
文「
齊
州
九
點
煙
」。
李
賀「
夢

天
」
に
「
遙
望
齊
州
九
點
煙
、
一
泓
海
水
杯
中
瀉
」
と
あ
る
。
齊
州
は
中
国
の
こ
と
。
高
所

か
ら
九
州
（
中
国
）
を
俯
瞰
す
る
と
、
九
つ
の
点
の
煙
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
中
国

を
俯
瞰
す
る
こ
と
。
こ
の
句
は
、
あ
る
い
は
、
天
啓
の
旅
遊
だ
け
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
旅
遊
全
て
を
ま
と
め
て
述
べ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。　

廬
山

の
慧
燈
禅
師
…「
遊
廬
山
日
記
」
八
月
二
十
日
条
に
見
え
る
。　

終
南
山
の
道
士
…
原
文
「
終

南
山
之
採
藥
野
人
」。
遊
記
が
な
く
不
詳
だ
が
、
銭
謙
益
の
「
徐
霞
客
伝
」
に
は
「
由
終
南
背

走
峨
眉
、
從
野
人
採
草
、
棲
宿
巖
穴
中
、
八
日
不
火
食
。
抵
峨
眉
、
屬
奢
酋
阻
兵
、
乃
返
」

と
あ
る
。　

太
華
山
の
道
士
…
原
文
「
太
華
之
休
糧
道
者
」。
上
海
本
は
「
休
糧
」
を
固
有
名

詞
と
す
る
が
、「
穀
物
断
ち
」
即
ち
道
士
の
意
味
で
は
な
い
か
。「
遊
太
華
山
日
記
」
三
月
一

日
条
に
、
道
士
李
姓
な
る
も
の
に
泊
め
て
も
ら
う
と
あ
る
。

六
　
旅
遊
と
母
へ
の
孝
養

　

私
は
彼
の
言
葉
を
聞
い
て
、
天
の
河
す
ら
極
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、

と
思
っ
た
。
そ
こ
で
問
う
た
、「
先
生
は
旅
遊
に
厭
き
な
い
の
で
す
か
」
と
。
す

る
と
答
え
る
に
は
「
ま
だ
ま
だ
で
す
。
国
内
に
つ
い
て
み
て
も
私
が
訪
ね
た
と

こ
ろ
は
、
ま
だ
辺
境
を
極
め
つ
く
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
広
西
や
雲
南
が
私

を
待
っ
て
い
ま
す
。四
川
峨
眉
山
へ
の
旅
遊
も
、奢
崇
明
が
乱
を
起
こ
し
た
た
め
、

早
々
に
陝
西
を
経
由
し
て
帰
っ
て
き
た
も
の
で
、
私
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
る
か
崑
侖
な
ど
の
僻
遠
の
地
を
訪
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
」
と
。

　

仲
昭
は
私
に
こ
う
言
っ
た
、「
私
の
弟
は
、
生
ま
れ
つ
き
と
て
も
親
孝
行
で
、

遊
行
に
行
く
た
び
に
、
母
親
の
長
寿
建
康
の
た
め
に
、
様
々
な
霊
草
・
香
草
な

ど
を
採
取
し
て
来
る
。
ま
た
各
地
方
の
風
土
の
異
な
る
こ
と
、
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
神
奇
な
こ
と
や
神
怪
の
す
み
か
、
崖
や
谷
・
石
段
な
ど
の
見
聞
し
て
き

た
こ
と
ど
も
を
、
話
す
の
で
す
。
聞
い
た
人
々
は
、
口
を
ぽ
か
ん
と
開
け
た
り
、

驚
い
て
冷
や
汗
を
流
し
た
り
し
ま
す
が
、
母
親
は
か
え
っ
て
お
も
し
ろ
が
る
の

で
す
よ
」
と
。

　

徐
霞
客
は
、
母
親
が
高
齢
な
の
で
、
遠
遊
は
差
し
控
え
る
と
い
う
戒
め
を
受

け
よ
う
と
願
い
出
た
。
す
る
と
王
夫
人
は
、「
そ
の
こ
と
は
以
前
あ
な
た
と
話
し

て
い
る
で
し
ょ
う
。
私
な
ら
ま
だ
健
康
で
す
。
今
は
自
分
の
こ
と
を
優
先
さ
せ

な
さ
い
」と
言
っ
た
。
そ
し
て
王
夫
人
自
身
が
、
江
蘇
の
荊
渓・句
曲
を
旅
遊
し
、
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霞
客
に
お
供
を
さ
せ
た
。
行
程
で
は
、
王
夫
人
の
方
が
霞
客
よ
り
も
先
に
立
っ

て
歩
い
た
の
で
あ
っ
た
。
人
々
は
笑
い
な
が
ら
「
景
勝
を
求
め
る
素
質
は
血
筋

な
の
だ
な
あ
」
と
言
っ
た
。

注奢
崇
明
…
天
啓
二
年
（
一
六
二
一
）
か
ら
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
に
か
け
て
、
四
川
貴
州

雲
南
に
起
こ
っ
た
苗
族
の
反
乱
の
頭
目
。
前
節
の
終
南
山
の
記
録
も
あ
り
、
徐
霞
客
は
陝
西・

四
川
を
訪
ね
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
の
こ
と
か
は
明
ら
か
で
な
い
。　

荊
渓
・
句

曲
の
旅
…
遊
記
な
し
。

七
　
母
八
十
の
寿
と
逝
去

　

天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）、
母
の
王
夫
人
は
八
十
歳
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
陳
継

儒
が
長
寿
を
言
祝
ぐ
序
文
を
書
き
、
張
苓
石
が
「
秋
圃
晨
機
図
」
を
描
い
た
。

李
維
禎
先
生
が
そ
の
画
に
序
を
付
け
た
。
時
に
三
老
は
皆
七
十
歳
以
上
で
あ
っ

た
。
名
公
た
ち
の
題
詠
が
、
幾
ん
ど
海
内
す
べ
て
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
霞
客
は

そ
れ
ら
を
悉
く
石
碑
に
刻
し
て
保
存
し
た
。
今
伝
わ
っ
て
い
る
「
晴
山
堂
帖
」

が
こ
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
年
、
霞
客
は
再
び
旅
遊
に
出
か
け
た
。
華
山
の
麓
の
青
柯
坪
に
至
っ
て
、

ふ
と
胸
騒
ぎ
が
し
た
。
急
い
で
帰
宅
の
準
備
を
整
え
て
馳
せ
帰
っ
た
と
こ
ろ
、

母
は
既
に
病
を
得
て
い
た
。
翌
年
（
一
六
二
五
）
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
つ

き
っ
き
り
で
看
病
し
、
帯
を
解
く
暇
も
な
か
っ
た
。
母
が
食
事
を
し
な
い
と
、

霞
客
も
食
事
を
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
母
は
無
理
を
し
て
食
事
を
取
っ
た
り
し

た
。
し
か
し
、
つ
い
に
天
寿
を
全
う
し
て
亡
く
な
っ
た
。
霞
客
は
日
夜
子
ど
も

の
よ
う
に
泣
き
続
け
た
が
、母
を
祭
る
文
章
を
、董
其
昌
や
陳
仁
錫
に
依
頼
し
た
。

よ
ろ
よ
ろ
と
這
う
よ
う
に
し
て
歩
き
、
悲
し
み
を
抱
い
て
依
頼
に
行
っ
た
の
で

あ
っ
た
。母
の
病
が
重
篤
な
と
き
は
、我
が
身
に
代
え
て
く
だ
さ
い
と
天
に
頼
み
、

ま
た
天
下
に
ひ
ろ
く
名
薬
を
求
め
た
。
そ
の
篤
い
孝
行
ぶ
り
は
、
枚
挙
に
暇
が

な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
我
が
身
を
責
め
る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
自
ら
の
生
命
を
削
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

注長
寿
を
言
祝
ぐ
序
文
…
陳
継
儒
撰
「
壽
江
陰
徐
太
君
王
孺
人
八
十
敍
」（
晴
山
堂
石
刻
）。　

張
苓
石
・
秋
圃
晨
機
圖
…
不
詳
。　

李
維
禎
…
一
五
四
七
～
一
六
二
六
年
。
字
本
寧
。
糊
広

承
天
府（
湖
北
省
）京
山
の
人
。
隆
慶
二
年（
一
五
六
八
）の
進
士
。「
明
史
」巻
二
八
八
本
伝
。

　

序
…
李
維
禎「
秋
圃
晨
機
圖
引
」（
晴
山
堂
石
刻
）。　

董
其
昌
…
一
五
五
五
～
一
六
三
六
年
。

字
玄
宰
、
号
思
伯
。
松
江
（
上
海
）
の
人
。
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
の
進
士
。
画
家
・

書
家
と
し
て
、
明
代
後
半
の
第
一
人
者
。「
明
史
」巻
二
八
八
本
伝
。「
晴
山
堂
石
刻
」に
、「
明

故
徐
豫
庵
隱
君
曁
配
王
孺
人
合
葬
墓
誌
銘
」。　

陳
仁
錫
…
原
文
「
陳
司
成
」。
明
末
の
医
学

家
に
こ
の
名
の
も
の
が
い
る
が
、
馮
菊
年
「
徐
霞
客
遊
記
人
名
地
名
索
引
」
が
陳
仁
錫
と
す

る
の
に
従
う
。「
王
孺
人
墓
誌
銘
」
が
あ
る
。

八
　
霞
客
の
旅
遊
の
特
色

　

喪
が
明
け
る
と
、
嘆
息
し
て
言
っ
た
、「
昔
の
人
は
、
母
親
が
存
命
の
間
は
、

我
が
身
を
他
人
に
捧
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
た
。
い
ま
や
私
は
、
我
が

身
を
山
水
に
捧
げ
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
や
最
早
そ
れ
は
許
さ
れ
る
は

ず
だ
」
と
。
か
く
し
て
父
母
の
墓
に
再
拝
し
て
辞
去
し
、
距
離
も
時
間
も
限
り

を
設
け
ず
、
旅
先
で
の
宿
泊
、
野
宿
す
ら
行
っ
て
、
自
由
に
旅
遊
を
し
た
。

　

彼
の
旅
遊
に
は
、
他
の
人
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
数
尺
の
長
さ
の

鉄
の
棒
を
持
っ
て
道
を
作
り
、
ど
ん
な
険
し
い
と
こ
ろ
も
切
り
開
い
て
行
っ
た
。

霜
露
を
も
の
と
も
せ
ず
に
野
宿
し
、
数
日
の
飢
餓
も
耐
え
、
食
べ
ら
れ
る
時
に

は
何
時
で
も
何
で
も
食
べ
、
野
猿
や
野
の
精
霊
と
も
夜
を
と
も
に
し
、
旅
装
で

一
枚
の
袷
を
持
っ
た
だ
け
で
、
寒
暑
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
最
も

「
奇
」
な
る
こ
と
は
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
健
脚
ぶ
り
で
あ
り
、
輿
や
馬
に
乗
る
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こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
あ
る
と
き
は
竹
林
が
繁
茂
す
る
険
し
い
崖
で
、
百
里
あ

ま
り
の
距
離
が
あ
っ
た
が
、（
一
日
歩
い
て
）
夜
の
崖
の
下
の
枯
れ
木
の
と
こ
ろ

へ
着
く
と
、
た
い
ま
つ
を
掲
げ
て
、
細
か
い
事
柄
も
い
ち
い
ち
記
録
す
る
の
で

あ
っ
た
。
誰
か
人
に
出
会
い
、
と
も
に
某
州
の
某
地
の
奇
勝
を
語
り
合
う
や
、

す
ぐ
に
そ
こ
へ
出
か
け
て
行
っ
た
。
そ
し
て
数
ヶ
月
立
つ
と
帰
っ
て
き
て
、
語

り
合
っ
た
人
を
訪
ね
、
そ
の
人
が
見
て
い
な
か
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
一
一
数
え

た
て
て
報
告
す
る
の
で
あ
っ
た
。

注「
昔
の
人
」の
句
…「
史
記
」刺
客
列
伝
に「
聶
政
、
…
曰
、『
老
母
在
、
政
身
未
敢
以
許
人
也
』」。

　
「
旅
装
で
」
の
句
…
原
文
「
單
夾
」。
よ
く
分
か
ら
な
い
。
夾
に
袷
の
意
味
が
あ
る
の
で
、

か
く
解
し
て
み
た
。　

健
脚
…
原
文
「
趼
」。
獣
の
足
の
つ
ま
先
だ
っ
た
も
の
、
足
跡
。
呂
家

伝
の
注
は
健
脚
と
解
す
。　
「
細
か
い
事
柄
」
の
句
…
原
文
「
拾
穂
」。
落
ち
穂
拾
い
の
こ
と
。

細
か
く
丁
寧
に
す
る
、
こ
と
の
比
喩
と
解
し
た
。

九
　「
信
心
独
往
」
な
霞
客
の
旅
遊

　

あ
る
と
き
席
上
で
、「
君
は
以
前
、
一
度
雁
宕
山
の
山
頂
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
よ
ね
」
と
霞
客
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
彼
は
何
か
心
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

る
様
子
だ
っ
た
。
翌
日
、
ま
だ
空
が
明
け
な
い
う
ち
に
、
彼
は
旅
支
度
を
し
て
、

私
を
訪
ね
て
き
て
、「
こ
れ
か
ら
雁
宕
山
を
再
訪
し
ま
す
。
帰
っ
た
ら
、
き
っ
と

あ
な
た
に
報
告
し
ま
す
よ
」
と
言
う
の
で
あ
っ
た
。
十
日
程
過
ぎ
て
霞
客
は
帰

っ
て
き
て
こ
う
言
っ
た
、「
間
道
を
取
り
、
蔓
を
伝
い
な
が
ら
登
っ
て
き
ま
し
た
。

龍
湫
の
滝
か
ら
三
十
里
登
る
と
、洞
窟
が
あ
り
ま
し
た
。雁
が
宿
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
石
ご
ろ
ご
ろ
の
道
を
登
る
こ
と
十
数
里
で
、
正
徳
年
間
に
白
雲
・
雲
外

と
い
う
僧
侶
が
結
ん
で
い
た
草
の
庵
に
出
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
だ
健
在
で
し
た
。

さ
ら
に
二
十
里
ば
か
り
で
、
山
頂
に
到
達
し
ま
し
た
。
強
風
が
吹
き
荒
れ
て
い

ま
し
た
。
夜
中
に
は
宿
の
廻
り
を
数
百
等
の
鹿
が
取
り
巻
い
て
い
ま
し
た
。
三

泊
し
て
下
山
し
ま
し
た
」
と
。
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と
、
こ
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

　

仲
昭
が
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
、「
そ
ん
な
わ
ず
か
な
距
離
く
ら
い
、
霞
客
に
と

っ
て
は
な
ん
で
も
な
い
。北
京
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
を
述
べ
れ
ば
、陳
仁
錫
と
、

崆
峒
山
の
広
成
子
の
住
ま
い
の
事
を
話
し
て
い
る
内
に
、
そ
こ
か
ら
は
北
辺
の

塞
外
の
地
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
話
題
が
及
び
ま
し
た
。
す
る
と
霞

客
は
三
日
間
の
食
料
だ
け
を
用
意
し
て
出
か
け
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
戻
っ
て
く
る
と
、
仁
錫
に
彼
が
ま
だ
見
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
る
の
で

し
た
。
満
族
が
北
京
近
郊
を
侵
し
た
の
は
そ
の
数
日
後
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
福
建
へ
行
き
、
服
喪
中
の
黄
道
周
を
彼
の
故
郷
に
訪
ね
よ
う
と

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
あ
る
ひ
と
か
ら
預
か
っ
た
手
紙
を
持
っ
て
広
東
へ
至
り
、

羅
浮
山
に
登
っ
て
手
紙
を
渡
し
、
山
中
の
梅
の
木
を
携
え
て
帰
っ
て
き
た
の
で

し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
、黄
道
周
を
追
っ
て
、雲
陽
へ
の
途
上
に
及
び
ま
し
た
。

そ
し
て
私
が
西
陵
に
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
曹
娥
江
を
経
由
し
て
四
明
山
に

登
り
、
そ
の
五
日
後
に
、
赤
い
蘭
の
花
を
手
土
産
に
し
て
私
を
訪
ね
、
山
中
の

石
の
窓
の
よ
う
な
奇
勝
に
つ
い
て
語
る
の
で
し
た
。

　

我
が
弟
が
、
心
の
赴
く
ま
ま
に
一
人
で
出
か
け
、
何
も
妨
げ
る
も
の
が
な
い

こ
と
、
そ
し
て
軽
々
し
い
約
束
や
承
諾
を
せ
ず
、
有
言
実
行
で
あ
る
こ
と
、
こ

の
よ
う
で
あ
り
ま
す
」
と
。

注あ
る
と
き
…
前
出
の
、
崇
禎
五
年
、
霞
客
が
小
寒
山
に
陳
函
輝
を
訪
ね
た
と
き
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。　

草
の
庵
…
原
文
「
團
瓢
」。
円
形
の
草
堂
。「
遊
雁
宕
山
日
記　

後
」
五
月
四
日
条

見
え
る
。
遊
記
に
は
鹿
の
話
は
見
え
な
い
。　

北
京
へ
行
っ
た
と
き
…
遊
記
・
墓
誌
銘
に
明
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文
が
な
い
が
、
丁
年
譜
に
よ
れ
ば
、
崇
禎
二
年（
一
六
二
九
）に
北
京
と
盤
山
に
行
っ
て
い
る
。

　

満
族
が
北
京
近
郊
を
侵
し
た
…
崇
禎
二
年
十
一
月
。　

福
建
へ
行
き
…
二
度
目
の
福
建
旅

遊
は
、
崇
禎
三
年
（
一
六
三
○
）
七
月
～
八
月
。「
閩
遊
日
記　

後
」
が
あ
る
が
、
黄
道
周
の

こ
と
は
遊
記
に
な
し
。　

あ
る
ひ
と
か
ら
預
か
っ
た
手
紙
…
黄
道
周
の
「
七
言
古
詩
一
首
贈

徐
霞
客
」
詩
に
つ
け
ら
れ
た
鄭
鄤
の
跋
に
、
霞
客
が
手
紙
を
持
っ
て
羅
浮
に
い
る
鄭
を
訪
ね

た
と
あ
る
。　

さ
ら
に
そ
の
翌
年
…
黄
道
周
の「
七
言
古
詩
一
首
贈
徐
霞
客
」詩
の
自
跋
に「
徐

霞
客
攜
小
舟
、
追
予
至
丹
陽
。
…
崇
禎
三
年
二
月
」
と
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
丁
年
譜
は
、
こ

れ
は
「
次
年
」
の
こ
と
で
は
な
く
、
前
掲
の
崇
禎
三
年
折
の
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
が
正
し
く
、

墓
誌
銘
の
記
録
に
誤
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

十
　
西
南
へ
の
大
旅
遊

（
一
）
旅
行
の
目
的 

― 

黄
河
長
江
、
三
大
山
脈
を
究
め
る

　

霞
客
は
神
秘
主
義
的
な
考
え
を
好
ま
な
か
っ
た
。
天
下
を
あ
ま
ね
く
遊
歴
し

て
、
星
々
の
通
り
道
や
地
気
の
廻
り
方
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
淵
源
と
交
わ
る

様
に
つ
い
て
通
暁
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
言
っ
た
、「
昔
の
人
達
が
、
天
文
や

地
理
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
も
の
は
、
往
々
に
し
て
前
書
の
引
き
写
し
や
こ

じ
つ
け
で
あ
る
。
長
江
黄
河
の
二
大
河
川
と
三
本
の
大
山
脈
は
、
文
献
の
記
載

以
来
、
中
国
と
い
う
一
部
に
つ
い
て
の
も
の
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
広

大
な
全
体
像
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
」
と
。
か
く
し
て
崑
崙
山
の
外
、
中

国
海
外
へ
の
旅
遊
を
な
さ
ん
と
し
た
。
そ
し
て
後
漢
の
隠
者
で
あ
る
向
子
平
の

言
葉
を
継
い
で
、
こ
う
言
っ
た
、「
た
と
え
私
が
死
ん
だ
と
し
て
も
、（
家
長
と

し
て
の
義
務
は
果
た
し
て
い
る
の
で
）
我
が
家
に
と
っ
て
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

は
無
い
」
と
。

注向
子
平
…
後
漢
の
隠
者
。仕
官
せ
ず
、建
武
年
間
に
子
女
を
全
て
結
婚
さ
せ
て
独
立
さ
せ
た
後
、

五
岳
名
山
に
遊
ん
で
そ
の
終
わ
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
二
）
旅
立
ち
と
静
聞
の
遭
難

　

崇
禎
九
年
（
一
六
三
六
）
九
月
、
江
蘇
の
外
に
い
た
私
に
一
通
の
手
紙
を
寄

こ
し
、
離
別
を
告
げ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
た
だ
「
西
南
地
方
を
旅
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
故
郷
に
は
い
つ
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
見
知

ら
ぬ
国
か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
ら
、
そ
れ
は
私
が
遠
い
異
境
の
地
で
書
い
た
も

の
で
す
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
仲
昭
が
福
建
か
ら
帰
る
の
を
待
っ
て
、
手
を
取
っ
て
一
別
し
、
大
い

に
笑
い
な
が
ら
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
行
者
は
、
僧
侶
一
人
と
従
僕
一
人
。

僧
侶
は
静
聞
と
い
い
、
破
寺
で
修
行
中
の
身
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
徐
霞
客
が
旅

遊
に
出
る
と
聞
い
て
喜
ん
で
同
行
を
申
し
出
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
長
旅
が
ど

れ
ほ
ど
の
も
の
に
な
る
の
か
を
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
者
で
あ
っ
た
。
出

発
し
て
、
浙
江
・
江
西
・
湖
南
あ
た
り
は
、
か
つ
て
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
湖
南
の
湘
江
で
強
盗
に
襲
わ
れ
、
荷
物
を
全
部
盗
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。
静
聞
は
凶
刃
に
斃
れ
、
霞
客
は
や
っ
と
命
だ
け
を
免
れ
た
。

皆
は
霞
客
に
「
よ
う
や
く
助
か
っ
た
命
で
あ
り
、
旅
遊
を
や
め
た
方
が
良
い
」

と
言
っ
た
。
し
か
し
霞
客
は
こ
う
答
え
た
、「
私
は
鍬
を
一
本
担
い
で
来
て
い
る
。

ど
こ
で
死
ん
で
も
構
い
は
し
な
い
」
と
。
か
く
し
て
同
郷
の
知
人
か
ら
旅
費
を

借
り
た
。
そ
し
て
静
聞
の
遺
骸
を
背
負
っ
て
、
洞
庭
湖
に
浮
か
び
、
南
岳
衡
山

に
登
り
、
七
十
二
峯
・
十
洞
・
十
五
巖
・
三
十
八
泉
・
二
十
五
溪
の
名
勝
を
窮

め
た
の
で
あ
っ
た
。

注従
僕
一
人
…
遊
記
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
王
二
と
顧
行
と
い
う
二
人
の
従
僕
を
連
れ
て
出
発

し
た
。
し
か
し
そ
の
二
週
間
後
、
浙
江
の
洞
山
あ
た
り
で
、
王
二
は
逃
亡
し
て
し
ま
い
、
そ

の
後
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
顧
行
一
人
を
お
伴
と
し
た
。
そ
の
顧
行
も
、
遊
記
が
終
わ
る
数
日

前
に
、
雲
南
で
逃
亡
し
て
い
る
。　

静
聞
…
徐
霞
客
の
西
南
遊
に
同
行
し
た
が
、
途
上
で
斃
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れ
た
。
徐
霞
客
に「
哭
靜
聞
禅
侶
」詩
六
首
が
あ
る
。
後
述
。　

破
寺
…
閃
仲
儼「
靜
聞
事
略
」

に
「
迎
福
寺
僧
蓮
舟
法
嗣
也
」
と
あ
る
。　
「
私
は
鍬
を
」
の
句
…
原
文
「
吾
荷
一
鍤
來
」。

ど
こ
で
葬
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
、
鋤
を
担
い
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
実
際
に
鋤
を
担

い
で
い
る
分
け
で
は
な
く
、ど
こ
で
死
ん
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
意
味
。　
「
静
聞
の
遺
骸
を
」

の
句
…
こ
の
記
述
、
遊
記
本
文
と
は
異
な
る
。「
楚
遊
日
記
」
で
は
、
静
聞
と
別
れ
て
単
独
で

南
岳
衡
山
に
登
り
（
崇
禎
十
年
一
月
）、
そ
の
後
合
流
し
て
船
で
南
下
。
そ
の
途
中
で
強
盗
に

遇
っ
て
い
る
（
同
年
二
月
十
一
日
）。
そ
の
後
も
静
聞
と
と
も
に
旅
を
続
け
、
広
西
の
南
寧
に

彼
を
残
し
（
同
年
八
月
末
頃
）、
自
ら
は
中
越
国
境
ま
で
行
き
、
引
き
返
し
た
と
こ
ろ
（
同
年

十
二
月
）、
九
月
二
十
四
日
に
静
聞
が
死
去
し
て
い
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
る
。　

七
十
二

峯
…
こ
れ
以
下
、
南
岳
衡
山
の
名
勝
。

（
三
）
四
川
・
貴
州
・
雲
南
の
遊

　
「
以
前
の
四
川
へ
の
旅
遊
は
、
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
と
考
え
た
。
そ
こ
で
四

川
に
入
っ
て
峨
眉
山
に
登
り
、
北
に
進
ん
で
岷
山
ま
で
至
っ
て
、
四
川
の
西
北

部
を
極
め
尽
く
し
た
。

　

ま
た
南
に
下
っ
て
、
大
渡
河
を
渡
り
、
黎
州
・
雅
州
あ
た
り
の
瓦
屋
山
や
晒

経
山
な
ど
の
諸
山
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
金
沙
江
を
調
査
し
、
塞
外
の
地
に

野
牛
を
探
し
求
め
た
。
金
沙
江
か
ら
南
へ
瀾
滄
江
に
浮
か
び
、
ま
た
北
へ
行
っ

て
盤
江
を
探
尋
し
た
。
お
お
む
ね
多
く
は
西
南
夷
の
領
域
に
あ
っ
た
。
そ
し
て

貴
州
・
雲
南
の
名
勝
も
ほ
と
ん
ど
極
め
尽
く
し
た
。

　

麗
江
土
知
府
の
木
阿
宅
阿
寺
は
、
徐
霞
客
が
至
る
と
聞
い
て
、
自
ら
門
を
出

て
出
迎
え
た
が
、そ
の
礼
は
極
め
て
恭
し
か
っ
た
。彼
の
道
行
き
に
先
回
り
し
て
、

羅
川
あ
た
り
の
蕃
族
た
ち
は
、
箒
を
は
い
て
道
を
清
め
、
蒙
化
の
土
知
府
も
武

器
を
背
負
っ
て
先
導
し
た
。
そ
の
も
て
な
し
ぶ
り
は
、
列
子
が
飲
物
屋
か
ら
飲

物
を
優
先
的
に
贈
ら
れ
た
の
に
も
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
霞
客

は
そ
う
し
た
も
て
な
し
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
立
ち
去
り
、
食
事
の
世
話
な

ど
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
雲
南
黔
国
公
で
あ
っ
た
沐
天
波
も
霞
客
を
客

礼
で
待
遇
し
た
。
霞
客
が
不
思
議
な
形
を
し
た
木
や
蟠
っ
た
根
っ
こ
を
持
っ
て

い
る
と
聞
く
と
、
そ
れ
を
見
た
い
と
い
い
、
更
に
は
二
十
両
あ
ま
り
の
金
で
買

い
取
り
た
い
と
申
し
出
た
。
霞
客
は
笑
っ
て
、「
ほ
か
で
も
な
い
、
趙
の
璧
玉
で

も
あ
る
ま
い
し
、
私
自
身
が
気
に
入
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。
ど
う
し
て

十
五
の
城
市
も
の
価
値
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。
黔
国
公
は
、
益
々

霞
客
を
高
く
評
価
し
た
。

　

点
蒼
山
・
鶏
足
山
に
憩
い
、
僧
侶
を
礼
拝
し
て
、
静
聞
の
遺
骨
を
迦
葉
道
場

に
埋
葬
し
た
。
閃
中
儼
太
史
が
、
静
聞
の
墓
塔
の
銘
文
を
作
っ
た
。

注以
前
…
こ
れ
以
下
の
蜀
遊
は
日
記
に
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
欠
落
部
分
の
「
崇
禎
十
一
年

五
月
十
日
か
ら
八
月
六
日
」
条
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
か
。　

木
阿
宅
阿
寺
…
木
氏
は
、
代
々

雲
南
麗
江
の
土
知
府
を
世
襲
。
霞
客
と
会
っ
た
木
氏
は
、本
名
阿
宅
阿
寺
、字
長
卿
、号
生
白
、

著
述
も
あ
る
知
識
人
だ
っ
た
。「
滇
遊
日
記
」
六
（
一
月
二
十
九
日
条
）
に
「
木
公
出
二
門
、

迎
入
其
内
室
、
交
揖
而
致
慇
懃
焉
」と
あ
り
、
同
七（
一
月
二
十
五
日
～
二
月
十
一
日
条
）に
、

麗
江
で
木
公
に
も
て
な
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。　

列
子
…
「
列
子
」
黄
帝
篇
。　

黔
国
公
…

黔
国
公
と
名
の
る
沐
氏
は
、
明
初
に
雲
南
平
定
に
功
を
立
て
、
代
々
「
鎮
」
と
し
て
、
雲
南

の
実
質
的
な
支
配
者
で
あ
っ
た
。
霞
客
と
会
っ
た
の
は
沐
天
波
。
徐
霞
客
「
随
筆
二
則
」
は
、

雲
南
を
め
ぐ
っ
て
の
沐
氏
ら
の
反
乱
な
ど
を
記
し
た
も
の
だ
が
、そ
こ
で
霞
客
は「
会
今
上（
崇

禎
帝
）登
極（
一
六
二
八
）、
…
即
今
嗣
公
沐
天
波
、
時
僅
歳
一
周
支
也
」と
書
い
て
い
る
。「
随

筆
二
則
」
が
書
か
れ
た
の
は
、
雲
南
滞
在
中
の
崇
禎
十
二
年
頃
だ
と
す
る
と
、
時
に
天
波
は

十
二
歳
く
ら
い
と
な
る
。　

趙
の
璧
玉
…
「
史
記
」
廉
頗
藺
相
如
列
伝
の
「
完
璧
」
の
話
。

大
国
の
秦
は
、
趙
が
和
氏
の
璧
を
手
に
入
れ
た
と
聞
き
、「
城
十
五
と
交
換
し
よ
う
」
と
偽
り

の
申
し
出
を
し
て
き
た
。
藺
相
如
は
使
者
と
し
て
秦
に
赴
き
、
難
し
い
交
渉
を
こ
な
し
て
璧

を
全
う
し
て
帰
国
し
た
。　

墓
塔
の
銘
文
…
「
滇
遊
日
記
」
十
一
（
七
月
十
九
日
条
あ
た
り
）

に
見
え
、
銘
文
は
徐
霞
客
の
「
哭
静
聞
禅
侶
」
詩
載
の
「
静
聞
事
略
」
で
あ
ろ
う
。
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（
四
）
塞
外
へ
の
遊

　

鶏
足
山
か
ら
西
へ
向
か
い
、石
門
関
を
出
る
こ
と
数
千
里
で
、崑
崙
山
に
至
り
、

星
宿
海
を
眺
め
た
。
山
の
半
ば
に
登
る
と
、
風
が
強
く
吹
い
て
い
て
、
衣
が
脱

げ
そ
う
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
遠
く
の
黄
金
の
宝
塔
を
望
見
す
る
と
、

さ
ら
に
数
千
里
の
遙
か
彼
方
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
遂
に
発
願
し
て
チ
ベ
ッ
ト
を

旅
し
、
大
宝
法
王
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
鳴
沙
山
よ
り
外
側
は
、
ど
こ
も
灼
熱

の
砂
漠
で
、
須
弥
山
や
無
熱
悩
池
と
い
っ
た
名
勝
な
ど
は
、
距
離
が
あ
っ
て
、

行
き
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

西
域
志
に
よ
れ
ば
、
砂
漠
が
遙
か
彼
方
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
人
馬
の
骨
が

積
み
重
な
っ
て
い
る
の
を
道
し
る
べ
と
す
る
。
化
け
物
や
熱
風
を
避
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
。
こ
こ
ぞ
、
玄
奘
三
蔵
法
師
が
諸
々
の
魔
物
達
を
折
伏
さ
せ

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
こ
と
は
玄
奘
の
記
録
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

霞
客
が
、
飛
ぶ
鳥
が
空
を
駆
け
る
よ
う
に
し
て
こ
こ
に
至
っ
た
こ
と
に
は
、

大
い
な
る
因
縁
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
霞
客
が
西
遊
し
た
時
は
、
既
に
現
世

を
虚
無
な
も
の
と
見
て
い
た
。
そ
れ
が
仏
土
に
至
っ
た
か
ら
に
は
、
仏
門
に
帰

依
す
る
心
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
た
ま
た
ま
あ
る
書
物
を
読
ん
で
い
て
、
楊
黼
先
生
の
こ
と
を
知
っ

た
。
楊
黼
は
五
華
山
に
隠
居
し
て
い
て
、
性
理
の
学
に
専
心
し
て
い
た
。
そ
れ

が
あ
る
日
、
法
王
に
帰
依
し
よ
う
と
し
て
、
一
心
に
修
行
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。

あ
る
人
に
出
会
っ
た
。
そ
の
人
は
「
法
王
は
す
で
に
南
に
行
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
衣
は
こ
れ
こ
れ
の
色
の
女
物
で
、
男
性
用
の
履
き
物
を
履
い
て
い
ま
す
」
と

言
い
、
言
い
終
わ
る
と
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
楊
黼
は
あ
ま
ね
く
探

し
求
め
た
が
、
遂
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
た
な
く
家
に

帰
る
こ
と
に
し
た
。
帰
宅
す
る
と
、
彼
の
母
親
が
門
を
叩
く
音
を
聞
き
つ
け
て
、

父
親
の
履
き
物
を
つ
っ
か
け
て
出
迎
え
た
。
そ
の
衣
服
の
色
は
、
先
に
聞
い
た

色
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て（
儒
教
の
、親
に
孝
行
す
る
と
い
う
教
え
こ
そ
、

仏
教
の
教
え
に
他
な
ら
な
い
と
）
覚
っ
た
楊
黼
は
、
母
親
に
叩
頭
し
て
仏
礼
を

行
っ
た
。
そ
し
て
孔
孟
の
教
え
で
村
人
を
教
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
話
を
読
ん
で
、
霞
客
は
嘆
息
し
て
言
っ
た
、「
儒
仏
道
の
三
教
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
儒
教
の
五
倫
の
教
え
を
離
れ
な
い
も
の
な
の
だ
。
私
の
親
の
墓
は
江

陰
に
あ
る
。
今
や
故
郷
に
帰
ろ
う
」
と
。

注鶏
足
山
か
ら
…
こ
れ
以
後
の
域
外
の
旅
遊
は
、
現
実
の
こ
と
な
の
か
疑
わ
し
い
。
日
記
に
は

西
域
や
チ
ベ
ッ
ト
に
行
っ
た
記
録
は
全
く
見
え
な
い
。
ま
た
雲
南
に
入
っ
て
か
ら
の
日
記
は

ほ
ぼ
途
切
れ
て
お
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
旅
遊
の
部
分
が
脱
落
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
記
述

さ
れ
て
い
る
内
容
も
仏
教
用
語
を
多
用
し
た
伝
説
的
な
も
の
で
、
写
実
を
旨
と
す
る
遊
記
と

は
大
き
く
異
な
る
。　

大
宝
法
王
…
元
朝
の
八パ

思ス

巴パ

の
尊
号
。
以
後
ラ
マ
教（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
）

の
教
主
を
こ
う
称
す
。　

西
域
志
…
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
不
詳
。　

玄
奘
の
記
録
…
原

文
「
本
傳
」。「
大
唐
西
域
記
」
の
こ
と
か
。　

楊
黼
先
生
…
雲
南
太
和
の
人
で
、
五
経
に
通

じ
て
い
た
。
年
八
十
に
至
り
、
卒
然
と
し
て
入
滅
し
た
。「
明
史
」巻
二
二
○
本
伝
が
あ
る
が
、

こ
の
話
は
載
せ
な
い
。

十
一
　
黄
河
長
江
と
三
大
山
脈
の
概
要

　

霞
客
は
、
峨
眉
山
の
手
前
か
ら
手
紙
を
一
通
、
私
に
寄
こ
し
た
。
は
る
か
異

域
か
ら
の
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
銭
謙
益
に
も
一
通
送
っ
て
い
て
、
一

緒
に
私
に
託
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
書
簡
の
中
で
は
、
歴
渉
し
た
山
川
の
形
勝
や

岩
石
の
様
子
な
ど
を
書
き
記
し
て
い
た
。
ま
た
あ
わ
せ
て
、
黄
河
と
長
江
に
つ

い
て
論
じ
て
い
た
。「
長
江
は
岷
山
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
黄
河
も
天
ま
で

遡
る
わ
け
で
は
な
い
。
源
は
、
黄
河
は
崑
崙
山
の
北
で
、
長
江
は
崑
崙
山
の
南

で
あ
る
。
中
国
で
黄
河
に
支
流
が
注
い
で
い
る
省
は
五
つ
（
陝
西・山
西・河
南・

山
東
・
南
直
隷
）、
長
江
に
支
流
が
注
い
で
い
る
省
は
十
一
あ
る
（
陝
西
・
四
川
・
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河
南
・
湖
広
・
南
直
隷
、
雲
南
・
貴
州
・
江
西
・
広
東
・
福
建
・
浙
江
）。
長
江

に
注
ぐ
水
量
は
、
黄
河
の
倍
で
あ
る
」
と
。
ま
た
三
大
龍
脈
（
山
脈
）
を
論
じ

て
い
る
。「
北
龍
は
黄
河
を
北
か
ら
は
さ
み
、
南
龍
は
長
江
を
南
か
ら
は
さ
む
。

中
龍
は
河
江
の
真
ん
中
で
区
切
っ
て
い
る
が
、
や
や
短
い
。
北
龍
か
ら
は
南
向

き
の
支
脈
が
中
国
に
入
っ
て
き
て
い
る
だ
け
だ
が
、
南
龍
は
気
勢
盛
ん
に
中
国

の
半
ば
を
占
め
る
。
い
ず
れ
の
脈
も
崑
崙
山
か
ら
発
し
て
い
る
の
だ
が
、（
南
龍

は
）
金
沙
江
と
並
び
な
が
ら
南
下
し
、
滇
池
を
環
っ
て
五
嶺
に
達
し
て
い
る
。

龍
が
長
い
と
言
う
こ
と
は
、
源
か
ら
遠
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
脈
の
長
さ
も

長
い
と
い
う
こ
と
だ
。
長
江
が
黄
河
よ
り
大
き
い
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
か
ら

も
分
か
る
だ
ろ
う
」
と
。
か
く
し
て
こ
の
こ
と
を
「
遡
江
起
源
」
一
篇
に
ま
と

め
た
。
私
の
友
人
の
李
瑞
木
〔
字
は
令
皙
、
江
陰
県
の
県
令
〕
と
私
と
で
、
霞

客
の
「
遡
江
起
源
」
を
「
江
陰
県
志
」「
靖
江
県
志
」
の
二
つ
の
方
志
に
刻
入
し
、

桑
欽
「
水
経
」・
酈
道
元
「
水
経
注
」
の
誤
謬
を
正
そ
う
と
思
う
。

注銭
謙
益
…
一
五
八
二
～
一
六
六
四
年
。
江
蘇
常
熟
の
人
。
字
受
之
、
号
牧
斎
。
万
暦
三
十
八

年（
一
六
一
○
）の
進
士
。
徐
霞
客
ら
と
も
深
く
交
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
生
涯
を「
徐
霞
客
伝
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
（
明
末
崇
禎
十
六
年
出
版
の
「
初
学
集
」
所
収
）。
と
こ
ろ
が
、
黄
道

周
ら
が
、
明
朝
に
殉
じ
た
の
と
異
な
り
、
南
明
政
権
が
た
お
れ
る
と
清
朝
に
降
伏
し
、
仕
官

し
た
。「
清
史
稿
」
巻
四
八
九
本
伝
。　

溯
江
紀
源
一
篇
…
多
く
「
徐
霞
客
遊
記
」
に
附
載
さ

れ
て
い
る
。　

李
端
木
…「
崇
禎
江
陰
県
志
」に
よ
れ
ば
崇
禎
十
三
年
に
県
令
と
な
っ
て
い
る
。

　

江
陰
県
志
…
崇
禎
江
陰
県
志
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
道
光
刊
本
・
光
緒
刊
本
「
江
陰

県
志
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。　

靖
江
県
志
…
康
煕
刊
本
と
光
緒
刊
本
を
調
べ
た
が
、
い
ず

れ
も
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。　

桑
欽
…
漢
代
の
人
で「
水
経
」を
著
述
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　

酈
道
元
…
？
～
五
二
七
年
。
涿
の
人
。
字
は
善
長
。
そ
の
著
述
は
伝
わ
ら
な
い
が
、「
水
経
」

に
施
し
た
「
水
経
注
」
四
十
巻
は
、
中
世
の
地
理
書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。「
魏
書
」
巻
八
九

本
伝
。

十
二
　
郷
里
へ
の
帰
還
と
晩
年

　

霞
客
は
塞
外
の
旅
遊
を
終
え
、
滇
南
に
戻
っ
て
き
た
が
、
そ
の
地
で
足
に
病

を
発
し
、
遊
行
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
留
ま
っ
て
「
鶏
足
山
志
」
を
撰
述

し
た
。「
志
」
は
三
ヶ
月
で
で
き
あ
が
っ
た
。
麗
江
太
守
の
沐
黔
国
公
は
、
彼
の

た
め
に
輿
轎
を
あ
つ
ら
え
て
、
送
ら
せ
た
。
百
五
十
日
の
間
、
輿
轎
に
ゆ
ら
れ

て
き
た
が
、
湖
南
省
に
至
っ
て
病
が
重
く
な
っ
た
。
す
る
と
黄
岡
侯
大
令
が
船

を
用
意
し
て
く
れ
、
六
日
間
で
長
江
の
下
流
に
達
し
、
つ
い
に
生
還
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
は
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
○
）
の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。
霞
客

は
家
に
帰
る
と
、
客
人
を
迎
え
る
で
も
な
く
、
奇
石
を
ベ
ッ
ド
の
前
に
置
い
て

そ
れ
を
撫
で
た
り
眺
め
た
り
し
て
、
家
産
の
こ
と
は
気
に
か
け
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
長
男
の
徐
屺
に
は
こ
う
語
っ
た
、「
私
は
霊
境
を
遍
く
遍
歴
し
た
が
、

や
や
心
に
思
う
こ
と
が
あ
り
、『
生
は
仮
の
宿
り
で
あ
り
、
死
は
帰
る
こ
と
で
あ

る
』
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
自
然
の
ま
ま
に
遊
び
、
心
に
わ
だ
か
ま
り
を
も
た

な
い
の
が
よ
い
の
だ
。
た
だ
、
旧
友
に
も
う
一
度
会
え
な
い
か
と
い
う
の
が
心

残
り
だ
」
と
。
そ
し
て
徐
屺
を
派
遣
し
て
、
と
ら
わ
れ
の
身
で
あ
る
黄
道
周
を

見
舞
わ
せ
た
。
徐
屺
が
帰
っ
て
き
て
黄
道
周
の
現
状
を
報
告
す
る
と
、
霞
客
は

腰
掛
け
に
寄
り
か
か
り
、
た
め
息
を
つ
い
て
言
っ
た
、「
人
の
寿
命
は
定
め
が
あ

る
。
こ
の
欠
陥
だ
ら
け
の
世
界
で
は
、
荊
の
道
や
曲
が
り
く
ね
っ
た
難
路
を
進

む
（
官
吏
と
し
て
ま
っ
と
う
な
生
き
方
を
す
る
こ
と
）
価
値
が
あ
ろ
う
か
」
と
。

重
篤
に
陥
る
数
日
前
に
も
、
徐
屺
を
寄
こ
し
て
私
を
馬
渚
に
訪
ね
さ
せ
、「
寒
山

よ
、
火
の
し
ま
つ
に
気
を
つ
け
な
さ
い
」
と
書
い
て
寄
こ
し
た
。
そ
の
情
を
交

わ
す
こ
と
篤
く
、
ま
た
落
ち
着
い
て
静
か
で
、
決
し
て
乱
れ
な
い
こ
と
、
こ
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

注鶏
足
山
志
…
多
く
の
「
徐
霞
客
遊
記
」
に
附
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
鶏
山
志
目
」
と
い
う
目
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次
と
、「
鶏
山
志
略
」
と
い
う
簡
略
版
。　
「
三
ヶ
月
で
」
の
句
…
康
煕
刊
「
鶏
足
山
志
」
巻

六
人
物
流
寓
に
徐
弘
祖
の
伝
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
霞
客
が
四
巻
ま
で
は
書
い
た
が
、
病
気

に
な
っ
た
の
で
そ
こ
ま
で
と
な
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
丁
年
譜
は
、
霞
客
が
完
成
さ
せ

た
と
い
う
墓
誌
銘
の
記
事
は
誤
り
だ
と
す
る
。　

黄
岡
侯
大
令
…
不
詳
。　

荊
の
道
…
原
文「
迷

陽
」。
諸
説
が
あ
る
が
、
王
先
謙
の
説
に
よ
り
「
荊
の
道
」
と
し
た
。「
荘
子
」
人
間
世
に
、「
楚

狂
接
輿
遊
其
門
曰
、『
迷
陽
迷
陽
、
無
傷
吾
行
』」
と
あ
る
。　
「
火
の
し
ま
つ
」
の
句
…
原
文

「
無
忘
灶
下
」。
灶
は
か
ま
ど
。
一
応
、
こ
の
よ
う
に
解
し
た
。

十
三
　
墓
誌
銘
依
頼
の
経
緯
と
、
霞
客
の
奇
人
ぶ
り

　

先
生
が
逝
去
さ
れ
た
三
日
後
、仲
昭
が
私
に
手
紙
を
寄
こ
し
た
。そ
れ
に
は「
霞

客
が
つ
い
に
あ
の
世
に
旅
立
ち
ま
し
た
。臨
終
の
時
、墓
誌
銘
を
小
寒
山
に
托
し
、

あ
な
た
が
そ
れ
を
不
朽
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
、
と
言
い
ま
し

た
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　

私
思
う
に
、
霞
客
は
そ
の
旅
遊
に
よ
っ
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
千
古
の
遊
人
と
も
言
う
べ
き
人
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
の
遊
人
た
ち
は
、
か

な
ら
ず
霞
客
を
重
ん
ず
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

彼
の
天
真
爛
漫
さ
と
い
え
ば
、
東
方
朔
が
霊
芝
の
生
え
た
草
地
で
神
馬
の
手

綱
を
引
き
な
が
ら
、
家
に
帰
る
と
お
母
さ
ん
の
衣
に
す
が
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
。

　

彼
の
親
孝
行
ぶ
り
と
い
え
ば
、
曾
参
の
母
親
が
指
を
噛
ん
だ
と
き
、
遠
方
に

い
た
曾
参
が
そ
れ
を
感
じ
取
っ
た
も
の
と
同
じ
よ
う
。

　

彼
の
ど
こ
へ
で
も
一
人
で
出
か
け
る
様
と
い
え
ば
、
孔
巣
父
が
頭
を
ふ
っ
て

こ
の
地
に
留
ま
ろ
う
と
し
な
い
の
と
同
じ
よ
う
。

　

彼
の
奇
を
好
む
耽
溺
ぶ
り
と
い
え
ば
、
李
白
が
元
丹
丘
を
訪
ね
た
り
、
夢
で

天
姥
山
に
登
っ
た
こ
と
や
、
杜
甫
が
木
皮
嶺
の
諸
山
の
景
勝
地
を
経
由
し
て
住

ま
い
を
定
め
た
の
と
同
じ
よ
う
。

　

彼
の
高
義
を
追
求
し
、
約
束
を
必
ず
守
る
こ
と
と
い
え
ば
、
卓
契
順
が
恵
州

に
い
る
蘇
軾
へ
の
書
簡
を
帯
同
し
た
り
、
郭
仲
仁
が
担
安
の
遺
骨
を
背
負
っ
た

の
と
同
じ
よ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
狷
介
な
性
格
の
赴
く
と
こ
ろ
は
、
往
々
に
し
て
古
来
の
賢
人
や

友
人
達
と
は
相
容
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

仲
昭
は
ま
た
、こ
う
も
言
っ
て
い
た
、「
彼
の
旅
遊
に
は
さ
ら
に
ふ
た
つ
の『
奇
』

が
あ
っ
た
」
と
。

　

霞
客
は
性
と
し
て
「
奇
書
」
を
好
ん
だ
。
自
分
が
未
見
の
書
物
を
客
人
が
持

っ
て
い
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
財
布
を
空
っ
ぽ
に
し
て
で
も
買
い
取
っ
て
し
ま
う
。

足
り
な
け
れ
ば
衣
服
を
売
っ
て
ま
で
し
て
代
金
を
用
意
し
て
手
に
入
れ
、
自
宅

へ
持
ち
帰
っ
た
。
そ
う
し
た
「
奇
書
」
が
箱
や
棚
に
い
っ
ぱ
い
で
、
宮
廷
の
書

庫
に
比
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
性
と
し
て
「
奇
人
」
を
好
ん
だ
。
身
分
の
高
い
役
人
は
必
ず
避
け
て
交

わ
ろ
う
と
せ
ず
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
都
市
は
駆
け
足
で
走
り
抜
け
た
。
気
持

ち
の
あ
う
も
の
が
い
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
訪
問
し
て
、
名
刺
を
投
じ
、
堂
に
あ
が

り
こ
ん
で
語
り
あ
い
、
意
気
投
合
し
た
。

　

送
別
の
言
葉
は
受
け
取
る
が
、
贈
り
も
の
を
さ
れ
る
と
そ
れ
は
拒
み
、
も
う

二
度
と
そ
の
人
を
訪
ね
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

注逝
去
…
原
文
「
仙
遊
」。　

あ
の
世
に
旅
立
ち
…
原
文
「
作
岱
遊
」。　
「
霊
芝
の
生
え
た
草
地
」

の
句
…
「
漢
武
洞
冥
記
」。　
「
曾
参
」
の
句
…
「
二
十
四
孝
」。　

孔
巣
父
…
杜
甫
の
「
送
孔

巣
父
謝
病
帰
遊
江
東
兼
呈
李
白
」の
詩
に「
巣
父
掉
頭
不
肯
住
、
東
将
入
海
随
煙
霧
」と
あ
る
。

　
「
李
白
が
」
の
句
…
原
文
「
李
謫
仙
訪
元
丹
夢
遊
天
姥
」。
李
謫
仙
は
李
白
。
元
丹
丘
は
唐

の
道
士
。
李
白
は
彼
と
の
交
わ
り
を
た
く
さ
ん
詩
に
歌
っ
て
い
る
。
李
白「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」

は
、
天
姥
山
へ
の
想
像
上
の
旅
遊
を
歌
っ
た
幻
想
的
な
詩
。　
「
杜
甫
が
」
の
句
…
原
文
「
杜

拾
遺
經
木
皮
嶺
諸
山
佳
者
居
要
」。
杜
甫
「
木
皮
嶺
」
詩
は
、
木
皮
嶺
を
登
る
旅
の
詩
。　

卓

契
順
…
北
宋
時
代
、
蘇
州
定
慧
寺
の
卓
契
順
が
、
遙
か
恵
州
に
い
る
蘇
軾
へ
手
紙
を
届
け
た



‒ 150 ‒

こ
と
（「
東
坡
志
林
」
巻
二
）。　

郭
仲
仁
…
不
詳
。　
「
そ
の
狷
介
な
性
格
」の
句
…
原
文
「
其

介
性
所
鍾
、
又
往
往
在
昔
賢
衿
契
之
外
」。
一
応
こ
う
訳
し
た
が
、
ご
教
授
を
待
つ
。

十
四
　
友
人
ら
が
評
す
る
霞
客
の
徳
性
と
言
動

　

故
郷
の
友
人
達
が
霞
客
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
に
よ
れ
ば
、
彼
は
旅
遊
だ
け

が
立
派
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
生
涯
親
に
仕
え
て
孝
行
だ
っ
た
こ
と
は
、
彼

ら
が
記
し
た
志
伝
や
図
賛
に
見
え
て
い
る
。
兄
に
も
父
に
仕
え
る
よ
う
に
仕
え
、

老
年
に
至
っ
て
も
仲
睦
ま
じ
か
っ
た
。
弟
た
ち
も
、
均
等
に
遺
産
を
受
け
、
遺

言
で
差
を
つ
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
先
祖
を
追
尊
す
る
こ
と
手
厚
か
っ
た
。
仲
昭
と
協
力
し
て
、
先
祖
の
遺

文
を
記
録
し
て
、
出
版
し
た
り
し
た
。
ま
た
先
祖
の
肖
像
画
を
き
れ
い
に
し
て

装
丁
し
、
時
々
に
礼
拝
し
た
。
先
代
の
墓
石
が
雨
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
る
と
、

瓦
葺
き
の
建
物
で
そ
れ
を
被
っ
た
。
一
族
を
引
き
連
れ
て
先
祖
の
お
祭
り
を
し

て
は
、「
母
の
教
え
で
す
か
ら
」と
言
う
の
で
あ
っ
た
。
親
族
へ
の
対
応
は
、「
義
」

に
あ
う
こ
と
は
率
先
し
て
行
い
、
孤
児
を
援
助
し
た
。
不
作
の
歳
は
、
い
つ
も

食
糧
を
拠
出
し
て
飢
え
た
人
々
を
救
い
、
私
財
を
な
げ
う
っ
て
橋
を
修
理
し
た

り
、
古
い
建
築
物
を
復
興
し
た
り
し
た
。

　

た
ま
た
ま
君
山
に
行
っ
た
と
き
、
張
宗
璉
の
祠
が
瓦
礫
の
中
に
埋
も
れ
て
い

る
の
を
見
つ
け
た　

そ
こ
で
そ
こ
を
掘
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
楊
士
奇
が
碑
文
を
書

い
た
石
碑
を
得
た
。
す
ぐ
さ
ま
資
材
を
集
め
て
祠
を
再
建
し
、
石
碑
を
作
り
直

し
た
。
郡
の
ひ
と
び
と
は
、
義
挙
で
あ
る
と
し
て
彼
を
褒
め
称
え
た
。

〔「
江
陰
志
」
に
い
う
、「
張
君
廟
は
、
君
山
の
西
の
麓
に
あ
る
。
宣
徳
七
年

（
一
四
三
二
）の
創
建
。
本
府
の
同
治
で
あ
っ
た
張
宗
璉
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
る
。

彼
の
功
績
人
徳
は
、
楊
士
奇
の
『
廟
碑
記
』
に
詳
し
い
。
こ
の
廟
は
の
ち
に
廃

れ
た
。
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
に
知
県
で
あ
る
黄
傅
が
、
天
妃
宮
を
改
築

し
て
張
公
廟
と
な
し
、
季
節
ご
と
に
お
祭
り
を
し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
し
ば
ら

く
し
て
廃
れ
た
。
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
に
至
り
、
こ
の
地
の
人
で
あ
る
徐

宏
祖
が
、
私
財
を
出
し
て
再
建
し
た
。
董
其
昌
に
依
頼
し
て
、
周
忱
が
揮
毫
し

て
い
た
楊
士
奇
の
碑
文
を
、
改
め
て
書
か
せ
た
。
大
学
士
で
あ
る
周
延
儒
が
以

上
を
記
す
」。〕

　

琴
瑟
の
弦
を
取
り
替
え
れ
ば
音
は
同
じ
な
よ
う
に
、
何
度
か
再
婚
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
衣
服
も
き
ち
ん
と
整
え
ら
れ
て
、
分
け
隔
て
を
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
三
人
の
子
ど
も
は
成
人
し
た
が
、
異
腹
で
あ
っ
て
も
、
異
な
っ
た

育
て
ら
れ
方
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
じ
地
所
に
住
ま
い
、
家
計
の
費

用
な
ど
も
応
分
に
負
担
す
る
と
い
う
奇
特
な
子
ど
も
達
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
霞

客
が
均
し
く
十
分
に
支
援
を
し
、
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
い
よ
う

に
さ
せ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

注君
山
…
江
陰
郊
外
の
小
山
。
戦
国
四
君
子
の
ひ
と
り
、
春
申
君
を
葬
っ
た
地
か
ら
の
命
名
と

い
う
。　

張
宗
璉
…
一
三
七
四
年
～
一
四
二
七
年
。字
重
器
、江
西
吉
水
の
人
。永
楽
二
年（
一
四

○
四
）
の
進
士
。
宣
徳
二
年
（
一
四
二
七
）
常
州
同
治
に
左
遷
さ
れ
が
、
こ
の
地
で
善
政
を

敷
い
た
。「
明
史
」
巻
二
八
一
本
伝
。　

江
陰
志
…
崇
禎
「
江
陰
県
志
」
の
当
該
記
事
と
一
致

す
る
。
民
譜
に
は
、
こ
の
志
の
引
用
は
な
い
。　

楊
士
奇
…
元
至
正
二
十
五
年
（
一
三
六
五
）

～
明
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）。
江
西
太
和
の
人
。
名
寓
、
字
士
奇
、
諡
文
貞
。「
明
史
」
巻

一
四
八
本
伝
。　

黄
傅
…
崇
禎
「
江
陰
県
志
」
巻
四
名
宦
に
伝
が
あ
る
。　

周
忱
…

一
三
八
一
～
一
四
五
三
年
。
字
恂
如
、
号
双
崖
、
諡
文
襄
。
張
宗
璉
と
同
郷
。
南
直
隷
巡
撫

と
し
て
民
政
の
改
革
を
行
っ
た
。「
明
史
」
一
五
三
本
伝
。　

周
延
儒
…
没
は
、
崇
禎
十
六
年

（
一
六
四
三
）。
宜
興
の
人
。
字
玉
縄
。
万
暦
四
十
一
年
（
一
五
六
二
）
の
進
士
。「
明
史
」
巻

三
○
八
本
伝
。
徐
霞
客
と
も
親
し
か
っ
た
よ
う
で
、
霞
客
の
父
の
有
勉
に
関
す
る
文
章
を
残

し
て
い
る
（
前
掲
）。
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十
五
　
霞
客
の
著
述

　

霞
客
は
詩
や
古
文
に
秀
で
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
遊
記
に
長
け
て
い
た
。
文

震
孟
・
黄
道
周
両
先
生
な
ど
は
、
そ
の
遊
記
を
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
賛
美
し

て
い
た
が
、霞
客
自
身
は
書
架
に
し
ま
っ
て
い
て
、人
に
見
せ
た
が
ら
な
か
っ
た
。

今
そ
の
書
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
世
界
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
事
が
書
か
れ
て
お

り
、
さ
な
が
ら
、
司
馬
相
如
の
著
し
た
「
封
禅
書
」
の
よ
う
で
あ
る
。
仲
昭
が

校
訂
を
し
て
い
る
が
、
遊
記
を
き
ち
ん
と
校
訂
す
る
の
は
、
私
の
生
涯
の
も
う

一
つ
の
仕
事
で
あ
る
。

注文
震
孟
…
一
五
七
四
～
一
六
三
六
年
。
長
州
の
人
。
字
文
起
、号
湛
持
。
天
啓
二
年（
一
六
二
二
）

殿
試
第
一
位
。「
明
史
」
巻
二
五
一
本
伝
。
霞
客
と
は
親
し
か
っ
た
よ
う
で
、
取
り
交
わ
し
た

詩
が
た
く
さ
ん
残
る
（「
徐
霞
客
遊
記
」
や
「
晴
山
堂
石
刻
」）。　
「
封
禪
書
」
…
前
漢
の
司

馬
相
如
が
臨
終
に
な
っ
て
、
武
帝
に
封
禅
を
勧
め
た
書
物
。

十
六
　
墓
志
の
結
び

　

霞
客
は
万
暦
十
四
（
一
五
八
六
）
年
に
生
ま
れ
、
崇
禎
十
四
（
一
六
四
一
）

に
没
し
た
。
卒
年
は
五
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
同
十
五
年
（
一
六
四
二
）
春
三
月

九
日
、
馬
湾
の
新
墓
に
埋
葬
し
た
。

　

小
寒
山
陳
某
が
銘
を
作
っ
た
。

十
七
　
銘

銘
に
い
う
、

龍
と
と
も
に
遊
ん
だ
り
、
鴻
と
と
も
に
飛
翔
し
た
り
。

太
陽
を
追
い
か
け
た
り
、
風
に
乗
っ
て
空
を
飛
ん
だ
り
。

世
界
の
外
を
極
め
尽
く
し
て
、
国
内
を
く
ま
な
く
踏
破
し
、
い
ま
は
仙
人
の
宮

殿
（
墓
地
）
に
休
息
さ
れ
て
い
る
。

馬
湾
に
は
、
り
っ
ぱ
な
た
て
が
み
の
よ
う
な
、（
霞
客
先
生
の
）
高
徳
の
心
が
聳

え
立
っ
て
い
る
。

い
ま
や
先
生
は
天
上
に
遊
ば
れ
て
お
り
、
ひ
と
び
と
は
そ
こ
を
す
ば
ら
し
い
都

市
だ
と
い
う
。

あ
あ
、
そ
の
学
識
人
徳
は
、
人
並
み
は
ず
れ
て
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

注「
馬
湾
に
は
」
の
句
…
原
文
「
馬
灣
有
鬣
、
德
心
是
祟
」。
霞
客
の
故
居
が
あ
る
馬
湾
（
馬
鎮
）

と
い
う
文
字
遣
い
に
か
こ
つ
け
て
、
馬
の
た
て
が
み
の
よ
う
に
、
霞
客
の
徳
と
心
が
気
高
い

こ
と
を
い
う
か
。　
「
そ
の
学
徳
」
の
句
…
原
文
「
非
呉
下
阿
蒙
」。
三
国
時
代
呉
の
呂
蒙
は
、

若
い
頃
は
武
略
に
優
れ
て
い
た
が
あ
ま
り
学
問
が
で
き
な
か
っ
た
。
の
ち
孫
権
の
勧
め
で
学

問
に
励
み
、学
識
が
豊
か
に
な
っ
た
。
久
方
ぶ
り
に
呂
蒙
に
会
っ
た
魯
粛
は
お
ど
ろ
い
て
、「
君

は
も
う
、
昔
の
呉
の
ま
ち
に
い
た『
阿
蒙（
蒙
ち
ゃ
ん
）』と
は
違
う
人
の
よ
う
だ
」と
い
っ
た
。

（「
三
国
志
」呂
蒙
伝
）。
の
ち
に
、
学
徳
が
特
段
に
優
れ
た
り
、
進
歩
し
た
り
し
た
人
を
言
う
。

呂
家
伝
で
は
、「
変
化
が
甚
だ
し
い
こ
と
」
の
比
喩
と
見
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
と

解
し
て
い
る
。
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